


























































ら選ばれました。 CASEはCouncilAssembly for 
Scientific Excellenceの頭文字を取ったもので、中川
先生はさらにポスターにありますロゴマークまで作成
されました。 1 (One) の中には 2012という年表示
がありますが、これはこの講演会がさらに CASE2、3、
4、、、と続いていくことを念頭にしているものです。
このようなインフラ?の整備と併行して、招聴する
講師の選出を和中が行いました。上記のような若手、
伸び盛りの研究者として慶応義塾大学医学部の田中謙
二准教授がすぐに浮かんで、きました。田中先生はもと
もと慶応の精神科の出身ですが、精神神経疾患の基礎
研究にとってモデルマウス、特に遺伝子改変マウスの
重要性に気づき、生理学研究所に園内留学、さらには
ニューヨーク大学にも留学された気鋭の研究者です。
紙帽の関係で詳細は省きますが、 CASE1の演題「マ
ウスにおける遺伝子操作技術ーーその実際とコツ-J
にありますように、単なるトランスジェニックマウス
では遺伝子の人為操作が不十分な場合も多々あるとこ
ろを薬剤誘導性遺伝子発現システムを駆使して様々な
モデルマウスの作成を行うと共に、最近特に注目を浴
びているオプトジ、ェネティックス〈日本語では光摂動
法と表現します)の日本における先駆として活躍さ
れています。オプトジェネティクスは特定の神経細
胞、神経回路を光感受性チャネル分子を用いて活性化
したり、或いは抑制したりする手法でこれからの神経
科学研究の強力なツールとなるものです。田中先生に
CASE1での講演を依頼したところ、快くお引き受け
いただき 2012年6月15日に開催の運びとなりました。
事前に草谷基礎医学教育部長がメール等での案内を手
厚くしていただいたこともあって、基礎第二講義室が
ほぼ満席になるくらい、多数の教職員、大学院生、学
部学生が参加していただきました。講演後の質疑応答
も非常に活発に行われ、最初の提案をした者としては
狙いであった、奈良医大における基礎研究の活性化に
少しは資することが出来たのではないかとうれしく思
いました。
2013年も引き続き CASEを開催する方向で、事谷
教育部長を中心に現在計闘が進められており、本年の
世話人は循環器システム医科学の中川修教授が務めら
れることとなりました。昨年と少し異なる部分も一部
あり、年の前半に昨年と同じような外部の若手講師を
招聴して講演会を開き、これに加えて年の後半、グル
ンド会の忘年会の近くで最近海外留学から帰ってきた
奈良医大内の若手研究者に研究紹介、帰朝報告を行っ
ていただくという方向で計画されています。この案通
りに行けば、 2013年には CASE2とCASE3が開催さ
れることとなります。このような試みが少しでも研究
者間の交流と基礎研究の発展につながっていくことを
祈念Lて、 CASE1開催の報告とさせていただきます。
